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難
台
山
中
腹
に
「
小
田
五
郎
挙
兵
難な

ん

台だ
い

城じ
ょ
う

址し

追つ
い

弔ち
ょ
う

碑ひ

」（
以
下
「
追
弔
碑
」）
と
い
う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
碑
が
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
建こ

ん

立り
ゅ
うさ
れ
た

経
緯
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　
十
四
世
紀
後
半
、
常
陸
国
南
部
の
小
田
氏
の
一
族

小お

田だ

五ご

郎ろ
う

藤ふ
じ

綱つ
な

が
、
下し

も
つ
け
の
く
に

野
国
（
栃
木
県
）
の
小お

山や
ま

氏

の
一
族
小
山
若わ

か

犬い
ぬ

丸ま
る

と
盟
を
結
び
、
南
北
朝
時
代
末

期
の
嘉か

慶け
い

元
年
（
元
中
四
年
・
一
三
八
七
）、
関
東

八
州
を
支
配
す
る
鎌か

ま

倉く
ら

公く

方ぼ
う

足
利
氏う

じ

満み
つ

に
背
い
て
挙

兵
し
、
難
台
山
に
立
て
こ
も
り
ま
し
た
。
力
戦
奮
闘

の
末
、
翌
年
五
月
十
八
日
、
主
将
小
田
五
郎
は
手
兵

百
余
名
と
共
に
討
死
し
、
客か

く

将し
ょ
う

小
山
若
犬
丸
は
再
起

を
図
り
脱
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
北
朝
の
天
皇
を

擁
立
し
た
足
利
政
権
に
よ
る
全
国
支
配
が
ほ
ぼ
完
成

し
た
時
期
で
し
た
。　

　
次
に
、「
追
弔
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
を
考
え

て
み
る
と
、
昭
和
九
年
は
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
に
よ
る
建け

ん

武む

中ち
ゅ
う

興こ
う

（
現
在
は
「
建
武
の
新
政
」
と
よ
ぶ
）
か
ら
数

え
て
六
百
年
後
に
当
た
り
、
一
部
の
軍
人
・
神
職
・

歴
史
家
な
ど
に
よ
り
、
後
醍
醐
天
皇
と
南
朝
の
忠
臣

の
功
績
を
顕
彰
す
る「
建
武
中
興
六
百
年
記
念
事
業
」

が
全
国
各
地
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
旧
岩

間
町
に
お
い
て
も
、
同
年
三
月
に
南
朝
の
忠
臣
小

田
五
郎
追
弔
祭
が
岩
間
小
学
校
（
現
岩
間
第
一
小

学
校
）
に
て
挙
行
さ
れ
、
岩
間
町
長
は
じ
め
約

一
千
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
民
の
寄
付
金
に
よ
り
小
田
五
郎
の

「
追
弔
碑
」
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
高
さ

四・五
ｍ
、
幅
一・八
ｍ
に
余
る
仙
台
石
に
、
町
長

梅う
め

里さ
と

好こ
う

文ぶ
ん

揮き

毫ご
う

に
よ
る
「
小
田
五
郎
挙
兵
難
台
城

址
追
弔
碑
」
と
い
う
銘
が
刻
ま
れ
、
難
台
山
中
腹

に
建
立
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
旧
堅か

た

倉く
ら

村
（
小
美
玉
市
）
納の

う

場ば

の
小こ

林ば
や
し

虎と
ら

男お

氏
が
難
台
山
麓
で
拾
得
し
て
自
家
に
保
管
し

て
い
た
「
小
田
五
郎
」
と
刻
ま
れ
た
墓
碑
ら
し
き

石
碑
（
高
さ
二
十
五
㎝
・
幅
二
十
㎝
）
も
、
旧
岩

間
町
に
寄
贈
さ
れ
て
、「
追
弔
碑
」
の
傍
ら
の
祠

の
中
に
格
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
年
五
月
、
笠
間
市
泉
に
あ
る
藤
塚
と
呼

ば
れ
る
円
墳
か
ら
、
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
藤ふ

じ

原わ
ら
の

藤ふ
じ

房ふ
さ

の
銘
碑
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
藤
房
の
命
日
を

卜ぼ
く

し
て
同
年
十
月
十
日
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
て
、

翌
年
藤
塚
古
墳
上
に
「
藤
原
藤
房
卿き

ょ
う

遺い

跡せ
き

」
な
る

石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

（
市
史
研
究
員　
萩は

ぎ

野の

谷や�

洋よ
う

子こ

）

小
田
五
郎
挙
兵

難
台
城
址
追
弔
碑
に
つ
い
て

小田五郎追弔碑
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